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再建断念再建断念

ビジョン示し､理解を得て!!
｢修正動議｣「付帯決議」
　　 共に金山町議会初

　３
月
１３
日
予
算
特
別
委
員
会
で
旧
谷
口
分
校
再
建
予
算
の
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
た
が
、「
賛
成
少
数
」

で
否
決
後
、
町
長
提
出
の
予
算
原
案
が
可
決
。
そ
の
後
、
付
帯
決
議
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
本
会
議

で
も
可
決
。「
付
帯
決
議
」
と
は
、
議
会
と
し
て
意
見
を
付
す
も
の
で
、
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
当
局
は
十

分
配
慮
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

　再
建
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
４
月
２４
日
の
議
会
全
員
協
議
会
で
は
、
町
長
か
ら
旧
谷

口
分
校
の
再
建
を
断
念
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
と
の

声
が
多
く
を
占
め
た
。

　旧
谷
口
分
校
は
、
「
地

域
力
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
全
国
的
に
親
し
ま
れ
た

き
た
。
素
晴
ら
し
い
西
郷

地
域
振
興
の
源
で
あ
る
地

域
力
を
継
承
す
る
た
め
、

旧
谷
口
分
校
を
可
能
な
限

り
以
前
の
ま
ま
復
元
し
、

が
っ
こ
そ
ば
を
継
続
し
た

い
。
町
民
ホ
ー
ル
の
壁
画

テ
ー
マ
で
あ
る
「
力
・
団

結
・
調
和
」
を
軸
に
、
町

の
総
力
を
結
集
し
て
再
建

し
た
い
。

　（
予
算
内
示
会
か
ら
）

　地
域
振
興
拠
点
な
ら
住

民
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
具

現
化
す
べ
き
。
住
民
説
明

も
行
わ
れ
ず
、
完
成
後
の

運
営
見
通
し
も
な
い
。
大

き
な
成
果
に
つ
な
げ
る
た

め
、
規
模
、
財
源
を
含
め

て
見
直
し
、
段
階
を
踏
ん

で
取
り
組
む
べ
き
で
、
経

費
１
億
４
２
２
３
万
６
千

円
の
う
ち
、
解
体
経
費
４

１
２
万
円
を
除
い
た
１
億

３
８
１
１
万
６
千
円
を
減

額
す
べ
き
。

（
提
出
者 

早
坂
憲
明
議
員
・

 

賛
成
者 

須
藤
典
夫
議
員
）

予
算
特
別
委
員
会

鈴木町長

事業概要
説明要旨

早坂憲明議員

予算修正
動議提出者

　賛
否
が
分
か
れ
る
中
、

地
域
へ
の
配
慮
が
不
可
欠

で
、
施
設
寿
命
ま
で
最
大

限
活
用
で
き
る
施
策
が
重

要
。
町
長
か
ら
は
西
郷
地

域
の
活
性
化
の
拠
点
と
の

説
明
を
聞
い
て
き
た
。
再

建
し
な
け
れ
ば
共
済
金
が

１
５
０
０
万
円
ま
で
減
額

さ
れ
、
共
済
金
７
８
０
０

万
円
を
活
用
し
た
再
建
は

コ
ス
ト
的
に
い
い
。
地
域

振
興
策
、
交
流
人
口
拡
大
、

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
等
に
よ
る
定
住

促
進
効
果
が
再
建
で
高
ま

る
。
後
の
付
帯
決
議
に
賛

同
す
べ
く
、
本
修
正
動
議

に
反
対
す
る
。

　地
域
住
民
の
意
向
が
全

く
反
映
さ
れ
て
な
い
。
複

数
の
投
書
や
地
域
の
方
の

意
見
か
ら
も
、
地
域
の

方
々
が
賛
同
し
て
い
な
い

の
は
明
ら
か
。
自
律
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

総
合
計
画
に
定
め
る
重
要

な
計
画
を
策
定
す
る
際
は
、

町
民
の
意
見
を
求
め
、
町

民
参
加
の
手
法
を
踏
ま
え

作
成
す
べ
き
と
さ
れ
て
い

る
。
本
件
は
、
地
域
の
声

が
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な

い
中
で
計
画
が
作
ら
れ
、

将
来
運
営
の
見
通
し
も
不

透
明
で
課
題
も
多
く
、
本

修
正
動
議
に
賛
成
す
る
。

中村忠行議員

修正動議への

×反対討論者

須藤典夫議員

修正動議への

〇賛成討論者

修正動議を
受け｢反対」
｢賛成｣の立
場で討論へ

町長提出
予算原案

予算委員会

本 会 議

可決

修正動議に
対する賛否

「〇」は賛成「×」は反対
「－」は委員長または議長
  のため採決には加わらない

付帯決議に
対する賛否

　町と議会に対し、再建後の「がっこそば」の運営を予定していた企業組合
から、運営の担い手不足や資金難などを理由とした「辞退届」が提出された。
これを受けて､町長はやむを得ず再建計画を断念することを４月１９日に決断
したといい、急きょ４月２４日に開催された本協議会で説明した。
　「悔しいが、建物だけが残ることは避けたい」という思いからの判断とい
い、議員からは「この度の事案をしっかりと総括し、今後の地域振興策に活
かして」との要望も出された。
　本件は、様々な課題を残し、６月議会定例会へと引き継がれた。

　「旧谷口分校再建整備

事業」について、再建の

趣旨に沿って適切に事業

を進めるには、将来像を

見据えた具体的なビジョ

ンを示すとともに、西郷

地域など関係者の理解を

十分に得ながら進めるこ

とが強く求められている

ことから、十分配慮して

進めること。

　「
旧
谷
口
分
校
再
建
整
備
事
業
」
を
再
建
趣
旨
に
沿

っ
て
早
期
か
つ
適
切
に
進
め
る
に
は
、
具
体
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
と
地
域
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
平
成

３０
年
度
金
山
町
一
般
会
計
予
算
に
議
会
と
し
て
付
帯
決

議
を
付
す
べ
き
。

（
提
出
者 

沼
澤
道
也
議
員
・
賛
成
者 

中
村
忠
行
議
員
）

沼澤道也議員

付帯決議
動議提出者
本会議では､議員発議
として議案提出
※討論なし
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付帯決議文

平成30年3月13日
西郷地域活性化センターとして
再建を予定していた旧谷口分校
　　　　（平成29年12月焼失） 金山町議会

西郷地域活性化センター整備事業
｢旧谷口分校再建事業」改め

町長 議会全員協議会で表明

本会議

再建への
取り組みが
スタート


